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シユモクザメ及びアブラザメの生態

並びに成分に関する研究

柏田研一

鹿児島水産専門学校研究報告．第一巻
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魚肉の化学成分については多くの研究があり，その一般成分も普通に見かけられる大多

数の魚類については一応分析されている。併し古い分析は任意の試料について行われたも

のが多く，試料魚について季節，産地，性別，年鵬，飼料，生理的状態，部位等の降件が

充分，考慮されているものは比較的少い。魚肉の成分が魚種によって異ることは事実であ

り，魚種によって化学成分に大体の特徴，傾向をもついていることも事実で，例えば魚類

を脂肪含量の多少によって多脂魚類と少脂魚類及びその中間の魚類と大別する方法がある

が，と虹は魚種によって脂肪含量がほ堂決っているとの概念から来ているものである。こ

の様に魚'体の化学成分が魚種によって異ることに関しては異論はないが，同一魚種に於て

も季節，産地等上記諸峰件によって成分が変化し，而かも此等降件の相異による成分の変

亜の方が魚種別成分の相異よりも寧ろ著しい場合の多いことが知ら恥ている。例えば大島

氏(1)は天然ウナギと養殖ウナギの成分の相異が餌料に由来することを証明し，波多腰氏(2）

はタイ肉の成分が年隈，部位によって異ること，田所及び安倍(3)波多腰(4)，若松(5)の諸氏

は雌雄による肉成分の相異を実験し，奥(6)，Ｃｌａｒｋ＆Ａ１ｍｙ,(7)Dill,(8)村松(9)諸氏によ

って魚体成分の季節的変化の著しいことが明らかにされている。以上は現在まで行われた

いぐつかの研究の中の数例を挙げたものであるが，此の種の研究は魚体の生理左論ずる場

合にも，叉その利用を考えるに際しても甚だ重要な賛料となる。即ち魚体に於ける或る種

の生理現象，栄養現象はその化学成分の種類，消長を明らかにするこ．とによって，説明の

理論的根擦を得，未知現象がこれによって発見せられ，或は極めて合理的な説明の輿えら

れる場合も少くないと考えられる。

更に又魚類利用の面から見ても，その化学成分の種類，含有量，諸降件の相異による変

化の実態淀知遥ことは処理加工方法左合理化し，燕利用方法の考案を容易承らしめ得る所

"
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以である。

筆者は此の種の基礎資料を得る目的で，朝鮮海峡で漁獲されたシユモクザメとアブラザ

メについて生態学的調査を行い，分割した魚体の各部，各器盲の普通成分を定量し，それ

らの季節的変化迷明らかにしたのでその成績を取まとめて鼓に報告する。

一シユモクザメの生態とその季節的鍵化

試料：成長せるものは体長3ｍ，体重150ｋｇに達する大型のサメであるが，朝鮮海峡

附近で獲れるものは全長2ｍ内外のものが最も多いので此の程度のものを毎回１尾撰定し

て本調査の試料とした。

調査期間：５月29日から12月19日に至る６箇月間調査を行い，年変化を知るために翌

年同じ調査を繰返した。尚ほ初年度10月111にIには全長81ｃｍ,の小型魚につき魚体の大小と

の関係を知るための調査詮１回行った。

調盃方法：所定の規約による全長，体長，体重を測定した後解体し，魚体を肉質部，

頭骨部（脊椎骨を含む),皮部，鰭，胃腸，肝l職，心臓の各部に分割して秤量した。

その結果は第１，２表に表示した通りである。

考 察

大型魚であるため経費その他の関係で大量の漁獲物の中から任意に多数の試料を採って

測定遼行い，その平均値を求めると言う方法が困難であったので，生態の季節的変化を知

るために一つの部分（長さについては全長，重量については体重）遼基準とし，これに対

する他の部分の割合を算出し，その値について比較する方法によった。結果について簡単

に解読する。

全長と体長：前記の様に2ｍ内外のもの遼１尾撰定して行った本調査に於ては，この

季節的変化は当然問題となり得ない。朝鮮海峡で獲れるものは１ｍ以下或は３ｍ以上の

ものは極めて稀で，１０月11日の試料全長81ｃｍとは殆ど最小魚の部に属する。表には表わ

れていないが魚体の大きさは季節によって変化し，盛漁期たる７，８月には概して大型のも

のが多い傾向がある。体長は全長の約70％であるが，全長81ｃｍのものでは63％であるか

らγ小型魚に於ては尾鰭の長さが比較的長いことになる。

体重と肥瀧度：体長のほkr等しいものでも体重は個体によって著しい差があり，例え

ば調査回第２回，第８回，第15回の三試料は体長が夫汽146,147,146ｃｍで，事実上等

しいに拘らず体重健夫曇3…3ﾕ,“9kgの襟に大潅が診墨｡肥瀧度(鶴×'00）
は1.05～1曇64で，その季節的変化は５月下旬から７月下旬に至る期間漸次増大するが，そ

の後の増減は一定せず,叉上記の盛漁期に大型魚の壌加することも肥瀧度とは関係がない。
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．
７

１
．
４
７

２
６
．
２

７
．
０
２

１
．
３
７
４

２
８
１
て

３
３
１
て

重
を

と
し

体、て

軍
を

o
と
し

０１ 体皿て
鞘１鑑・如群朗庫蝉針麗排潤禎瑚哩趨

1
1
1
1
1
0
0
と
し

1
5
2
1
1
0
0
と
し
1
6
0
1
1
0
0
と
し

5
3
.
0
1
1
0
0
.
0

4
２
－
８
１
１
０
０
－
０

３
１
１
て

1
9
.
0
1
1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
．
２
２

０
０
．
０

Ｌ
３
９

1
．
２
９
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①、黙庵押ヤ浬塁中恒旦冶料漫矧Ｑ武器いいトも筒武器、即測ぶＩ田淫

目
９

１３１７００

調
査
回

月
日

性
別長長高重度部部量積腸職職職 浦質骨厘１画鰭

全体休体肥肉頭部再肝峠心 皮

ｴ
０
月
８
円

合

2
0
2

1
4
2

3１

４
１
．
６

１
．
４
５

２
５
．
０

６
．
１
８

１
．
４
４
５

２
．
７
１
２

Ｌ
4
6
5

3
.
6
3
5

0
.
1
1
6

0
.
0
6
6

をＬ

Ｏ２９５５５８３２ 重・毎ａ．０４ａ一ａ＆３００ ０６１ ０１ 体Ⅲて

１
０
月
ユ
９
日

合

1
7
5

1
2
2

２８

７８１９ ．５．２

８、７． ｒ色１１４

５

掲一鋤諏姉唖蝿

０１０２００
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1
0
0
と
Ｌ

'て｜エ00.0

１
－

|鑓‘|琴
６１０３２ Ｆ●争●。 ６３７００

１０

１
１
月
５
Ｆ
Ｉ

合

2
2
4

1
5
5

３６

5
5
.

1
.
4
8

3
2
.
2

7
.
8
9

５．睡知皿盤唖

３
５ |鰐'て’６．７
１２．８

，
１
２
．
７

１:：

、

１
１
月
１
９
日

合

当
１
８
８

ﾕ3５２８

２
９
．
６

１
．
２
１

ｴ
8
.
6

4
.
2
6
&,,⑮７２７０５０ ０
２・商帖溺“妬 ●。●ｐ●◆凸 １１１２００

争蓉－１』ｎＵＱＱ〃壷寸上ハジ侭〕医Ｕの色の乙

重畦血一鍵哩４．５３尻００

体皿で

ｴ２

１
２
月
２
日

合

2
ﾕ
９

１５１3８

5
8
.
7

ﾕ
.
７
l

3
4
.
5

7
.
8
9

1
.
2
3
3

3
.
8
7
9

1
.
3
7
9

8
.
8
9
5

0
.
0
9
5

0
.
１
１
０

をし０８５１６４２２２

重畦伽一鍋哩ａ－６２軍Ｑ０

体、て

1３

１
２
ノ
ヨ
２
２
日

合

ｴ８１２釦処的ｐ蝿

１．８－ ３１１５

一Ｒ〕、ご

Ｐｂ一旬。

０００ ９８０0５

をし０３３８・６５９３２

重と０－７７１－７３８００

●○●●●■●● （Ｕ－５１

‐体迦てｌｉ
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尚ほ全長81ｃｍの小型魚の肥瀧度は2.26で大型魚に較べて著しく大きい点が注目される。

肉質部．：俗に可食部とも呼ばれる部分であるが表皮は含まぬ。魚体の最大部分を占め

全長2ｍ程度の魚体では体重の約60％に相当する。１０月中旬を界とし，それまでは60％以

上であるが以後60％に達せぬの'で，盛漁期を過ぎると肉量はやム減少するものであること

が判る。小型魚は大型魚に較べ肥満度は大きいが，肉質部の体重に対する割合は少し小さ

い。‘

頭骨部：此の部分は肉質を除去した頭部と頭部を包む皮，脊椎骨を合せたもので,体重

の15-18％内外淀占める。体重に対する割合に於て肉質部に次ぐ主要部分であるから利川

の見地から'その合理的処理方法髭考えなけ,i'１，ぱならない。

皮部遇全長2ｍ程度のもので１～1.5ｋｇで体重の３％内外に過ぎぬが，水産皮革とし

て重要であiる６面積は４５－５平方尺内外である。

鰭|：乾製品はフカヒレとして中国方面に対する重要輸出品であるが，脊鰭，尾鰭各１

枚，肱鰭，腹鰭，響鰭各２枚の合計の重量は2.5～3.5kｇ（風乾物量0.8-1ｋｇ内外）で，

体重の６‐征％に当るがこの割合は魚体の大小によって殆ど異らない。

胃腸：内容物を除去したものム重量は1～2kgで体重の2～4％に和当する。著しい季節

的変化はないが，８月から10月初旬にかけてその体重に対する割合がやム大きくなってい

る。

肝臓：全長21il程度の魚体に於て最小0.8kg弱,最大6kg以上でその差が雀だ大きい。

体重に対する割合も2.1-10.5％の著差がある。接近した時期のものに於ても可成りその

値が変動していることから見て，個体差も相当箸しいものL､様であるが，一般的傾向とし

ては６月頃最も萎縮し，その後漸次肥大する跡が窺われる。

降臓と心臓：８月下旬乃至９月下旬のものは体重の0,4～0.6％に当る重量を有する

が，多くは０．１～0.2％に当る重量を有する。

以上は魚体各部の長さ叉は重量とその割合であるが，年変化の有無を知る目的で行った

1946年の調査成績(第２表）も殆ど同じ結果を典えている。

即ち第２表の成績を要約すると，肉質部は体重の57.3へ62.8％，多くは57-58％に当り

季節酌変化は明らかで意い。頭骨部は体重の１３．５～19.9％を占める。皮部は同じく３％内
外に当り，鰭は６－７％,胃腸は2.4～4,8％に当る重量を有する｡季節的に明らか変化を示す

ものは肝臓で，体重の２．５～15.2％を占め，６月から９月初旬までは３～4％であまり変化

がないが，９月下旬になると急に発達して８％になり，１１月から12月にかけて益友肥大す

る。尚ほ肝臓に於けるとの重量変化は脂肪含量と密接な関係にあるが，これについては後
述する。降臓と心臓は夫友体重の0.1へ0.4％に当り，季節的変化は認めら妙ない。
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1２．７２１５．６６１１．９１１６．３７

第３表シユモクザメの普通成分（第１年度）

１．肉質部

1．７７１２１．６２１８８．００１６０．００1４１１５１７３．９６１１４．０８１９．６０

1５１１１２．１１７３．２７１１４．８３１１０．０１

月日|餓曹 無水物ユ0０分中
昼調査回

1．１１１２１．０９１８６．５６１５９．６９１３１１１．１’７４．０２１１３．８５１９．５５

鴬Ｆ蟹|粗脂肪|次分

1３．２１１４．９８１１．２１１６．１９

(％）｜全窒素 粗蛋白｜純蛋白

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１

1２１２４１７４．２６１１４．３９１９．７０

1．１０１２３．１８１８７．３８１６０．５０

1．４２１２１．９３１８８．３７１６０．８９

ｕｌｌｌ２１７６．３８１１３．９８１９．６８

1.49119.58188.63163.19

5．２９１７８．５０１１８．６６

平均’７４．６５１１４．１２１９．７４１４．３８

1３．４９１５．１７１１．０２１６．１６ ３
７
８
（
ろ
５
の
色
４
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（
ひ
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９
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０
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１
９
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Ｃ
●
■
●
●
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■
◆
■
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●
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■
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ｂ
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０
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０
３
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己
Ｑ
〉
２
の
Ｑ
Ｆ
Ｄ
４
４

１
１
１
１
０
１
１
１
－
１
１
０
０
１
１
１
｛
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
９
６
１
４
５
６
０
９
８
８
８
８
６
６
６

３
１
５
３
４
７
０
０
１
３
３
８
８
５
５
５

◆
●
。
守
。
●
。
凸
●
。
●
●
●
ｐ
●
凸

４
５
８
０
０
７
３
１
８
９
９
６
７
．
２
０
９

８
８
７
８
８
７
８
８
７
７
７
７
７
８
８
７

6．１９１７９．２１１１８．６２ 1３．６３１４．９９１１．３９１６．０２

7．６１７９．５４１１８．３８ １２．５７１５．８１１３．４４１６今７７

2１１８０．０１１１８．３０ 1２．９５１５．３５１１．４５１６．６５

8．７１８０．２３１１７．４０ 1２．８７１４．５３１０．６９１７．０５

2４１８０．９７１１７．６２ 1２．４４１５．１８１０．７２１６．７５

9．１０１８１－５２１１８．０７ 1３．２９１４．７８１０．７２１６．８３

2１１８２．６７１１８．１８ 1２．８６１５．２２１０．７７１５．９８

1０．５１８２．１６１１８．１８ 1２．５１１５．６７１０．７９１６．８５

1１１８１．０１１１８．２３ 1２．７０１５．５３１１．５５１６．６７

1２１７９．０９１１７．４０ 1２．７０１４．７０１０．９４１６．３９

2４１７６．０９１１７．５１ 1２．３０１５．２１１１．４８１６．０４

１１．１１７７．３５１１７.ｅ２ 1２．７８１５．１４１１．０１１６－３３

1５１７７．１９１１８．１９

1．３７１２１．１８１８４．７５１５９．０６

1２．１１７７．４２１１８．４２ 1２．８９１５．５３１１．４９１６．１７

1．９１１１８．１０１９２．６８１６２．５６

1０１１１１７９．１０１１４．１８１１０．１１

水物１００分．中

１．６０１２３．９８１８４．Ｃ６１５９．４４

1．８７１２１．９５１８９．９４１６０．６３

柏田一シユモクザメ及びアプラザメの生態並びに成分に関する研究

９１１１０．５１７８．２６１１３．４５１９．５１

平 均’７９．３４１１８．０９ 1２．８８１５．２１１１．２９１６．４５ 1１３．０６ 80.56

1．１０１２１．２１１８７．９４１５８．２５

２．頭骨部

８１２１１７６．４０１１４．０７１９．３２

1.16123.53191.06161.69７１９．１０１７４．４６１１４．５７１９．８７

1６１１９１７２．０７１１５．４０１１０．６７

…|“｡'瀞i婁蕊素僅亀
１１５．２９

1.43123.97184.94159.75

嘩蛋皇’

４．６６

４．１４

４．２３

４．１１

４．０３

４．７０

４．７５

３．９４

４．０７

４．３０

４．６９

４．.3０

４．４８

４．８２

４－７３

粗脂肪｜次分｜粗蛋白｜純蛋白

６１１２４１７４．８０１１３．５９１９．５６

1．７５１２２．２３１９６．２５１６６．６９

３１７．６１７３．２６１１３．４８１９．３４

２１６．１９１７２．６２１１４．２６１９．６０

1．２６１２１．１２１９０．００１６３．５６

0．９３１２２．１９１８９．２１１６０．００

４１２１１７２．９８１１４．４０１１０．１７

1．４５１２３．９８１８４．２５１５８．３８

５１８．７１７３．９４１１３．５６１９．４５



4。心臓

6２

5２．９９

3。胃腸

平

87.36116.24112.5113.7312.5716.711101.49178.19

無水物１００分中

月日|潔脅調査回

8５．１７１１６．７１１１２．９４１３．７７１２．４８１５．７２１１０４．４４１８０．８８

8６．２２１１６．５０１１２．６０１３．９０１２．５６１６．００１ユ0３．１３１７８．７５

淵|全窒素僅蛋皇僅頚|組脂肪|茨分|粗蛋白 純蛋白

４９．３１

５９．８８

５７．４４

５３．５０

４９．３８

５９．２５

５３．４４

４８．６４

５０．１９

５３．４４

５５．３１

５０．４４

５２．２５

５１．１９

５０．０６

５４．１９

雷:｜躯:|灘|蕊:｜駕|謡｜]鰯|蹴１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１

７．６１７９．３４１１７－５８１９．１９１８．３９１１．５６１４－０２１１C9．８８

２１１８２．１９１ユ７．９６１８．５６１９．４０１１．７３１５．９４１１１２.２５

８．７１１８３．６９１１８．４３１７．９０１１０．５３１１.9１１６．０２１１１５．１９

２４１８４．２１１１８．３０１９．４８１８．８２１２.0５１６．９１１１１４．３９

９．１０１８３．７２１１７．７２１８．５５１９．１７１１.6６１７．９０１１１０．７５

２１１８４．６１１１７．９９１７．７８１１０．２１１１.６５１７．９６１１１２．４４

１０．５１８６．１９１１７．５２１８．０３１９．５０１２.０４１９．２１１１０９．５０

１１１８８．５４１１６．９４１８．５５１．８．３９１１.８８１８．４２１１０５．８７

１２１８４．００１１７．３５１８．８５１８．５０１２.４５１７．９３１１１０８．４４

2４１８２．１６１１７．４３１８．０７１９．３６１４．２２１９．０７１１０８．９４

'１i:｜淵撚|霊:｜霊;|霊:｜剛継
１２．１１７９．６９１１６.ＣＯ’８．０１１８．８９１５．５６１６．１０１１０５．６３

1０１７７．３２17.8918.6'７１９．２２１４．２０１５．８９１１１１．８１

8４．１５１１５．７７１１２．２１１３．５６１３．０３１４．８９１９８．５６１７６．３１

8６．９８１１５．９９１１２．５４１３．４５１２．６１１８．００１９９．９４１７８．３８

均’８２．１７１１７．６２１８．４８１９．１４１２．７５１６.981110.15

8２．００１１６．５７１１３．０８１３．４９１２．３９１６．１３１１０３．５６１８１．７５

８９．６０１１６．３１’１３．０９１３．２２１１．７５１６．７６１ユ0１．９４１８１．８１

8３４０１１６．１８１１３．１８１３．００１１．９７１５．３５１１０１．１３１８２．３８

鹿児島水窪専門学校研究報･告一第一雀

9４．９３１１６．０５１１１．２９１４．７６１１３．００１８．３８１１００．３１１７０．５６

９４－８４１１６．０５１：1１．９２１４．１３１２．２９１８．４８１１００．３１１７４－５０

９４．６５１１５．９２１１２．１５１３．７７１２．４４１６.４７１９９．５０１７５－９４

8９．４２１１６．２９１１２９６１３．３３１３．５２１７．５６１１０１．８１’８１．００

８８．２５１１６．３３１１３．１０１３．２３１２．５９１６.７４１１０２．０６１８１．８８

粗脂肪｜次分｜粗蛋白｜純蛋白

無永物１００分中

平均

調査回｜月日

僅蛋皇|蓄蛋鳥

８１．９２１１６．２６１１０．７４１５．５２１３．１８１６.８２１１０１．６３１６７．１３
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
〔
。
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１

９
９
６
１
７
４
０
１
５
１
２
４
１
５
１
９

２
１
・
２
・
２
１
２
Ｑ
１
１
２
．
．
１
・
１

．
・
７
８
．
１
２

５
６
９
１
１
１

８１．５３１１１６．４１１１３．３４１３．０７１２.1９１６．７０１１１０２．５７１８３．３８



5．７２

6３

1０９．６８１７９．８１

第４表シユモクザメの普通成分（第２年度）

１。肉質部

２．頭骨部

1２１１１２．２

1３１２２

２１１７．５

鮮組織

水分中
（％）

７７．５１

７９．４３

７８.ＧＣ

７８．０６

７９．１９

７８．９５

７６．４３

７６．３６

'77.50

７６．７０

７６．１３

７６．２５

７７．０９

無水物１００分中

-調査回･'一月割‘日

９．３８

９．７８

９．２１

９．４２

９．６７

１０．２６

９．９１

純蛋白
窒素

非蛋白
窒素

平均’７５．０４１１３．２７１９．６８１３．５１１１．９８１２３.9６１８２．９７１６０．４８

肪
９
２
０
６
４
４
８
３
７
２
０
２
２

旨
０
０
９
５
９
０
０
４
６
５
８
９
４

１
・
・
・
・
●
．
陰
．
．
．
．
．
・

粗
１
１
２
２
２
２
２
２
１
２
２
１
１

牽牽素

１７．５０

１８．０６

１６．９７

１６．９６

１８．２３

１８．１８

１７．７９

１７．７３

１６．９６

１７．２７

１７．６７

１７．２１

１７．６０

灰分｜粗蛋白 純蛋白

７８．１３

７９．００

７６．０６

７６．７５

８１．１３

７９．１３

８０．３８

８３．００

８１．１９

８３．００

７８．２５

７９．００

８２．５６

２
５
９
９
６
７
６

７
５
７
５
７
５
０

●
●
。
●
①
●
●

３
４
３
３
２
３
３

1．４６

１．１７

２．１３

２．３６

２．４１

２．２８

３．３９

９１１９

1０１１１．５

58.69

63.81

59.44

60.03

7９．６９

８５．７５

８１．１３

８０．６９

1１１１９

１２
５
０
６
３
７
４
８
９
５
９
．
２
２

．
．
２
・
２
、
２
・
１
・
１
、
２

６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

23.45

23.38

23.57

24.67

1２．７５

１３．７２

１２．９８

１２．９１

１１６．２１ ０
４
７
８
８
６
６
８
９
８
２
４
１

５
６
１
２
９
６
８
２
９
２
５
６
２

●
●
●
串
■
巴
。
Ｃ

●
●
●
●

２
２
２
２
２
２
２
３
２
３
２
２
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

沌
甥
帥
銘
泌
盟
詔
妬
諏
鉛
巧
町
調

●
●
●
●
●
●
●
●
年
●
●
号
●

４
５
４
４
５
５
４
４
３
３
５
４
４

６
９
１
３
２
６
２
６
２
０
３
８
２

５
５
９
２
６
６
６
７
４
４
０
７
６

巴
。
●
●
●
●
●
Ｐ
印
●
●
■
字

５
６
５
５
５
５
５
５
５
５
６
５
５

109.38

112.88

106.06

106.00

113.94

113.63

111.19

110.81

106.00

107.94

110.44

107.56

110.00

調査回｜月日

３１２０

４１１８．６

５１２３

６１９．７

７１２４

８１１０．８

2．１１

柏田一シユモクザメ及びアプラザメの生態並びに成分に関する研究

平均’７７．５６１１７．５５１１２．７７１４．７８

無水物１００分中

13.10

14.33

13.00

13.01

13.43

13.８３

１２．９７

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１

1．６５

１．５８

２．１６

１．１８

９．３９

１０．２１

９．５１

９．７０

粗蛋白

８１．８６

８９．５６

８１．２５

８１．３１

８３．９４

８６．４４

８１．０６

3．３６

３．５１

３．４７

３．２１

鮮組織

中水分
（％）

７５．３１

７４．９５

７５．０７

７５．９５

７６．０８

７３．９４

７５．５３

74.35

74.19

74.85

75.21

純蛋白

５８．６３

６１．１３

５７．５６

５８．８８

６０．４４

６４．１３

６１．９４

粗脂肪 |友分

２２．４１

２３．０７

２４．８８

２５．６９

２６．７７

２３．６２

２２．０２

全窒素|野皇|蓄蛋皇



鮮組織

中水分
（％）

6４

i旺
００、､

3』胃 腸

調査回 月日

ｮ’ 水物１００分中鮮組織

中水分
（％）

８２．８２

８３．６４

８２．６２

８１．９５

８２．７５

８５．１９

８２．２３

4旺
』b,巳

調査回｜月

4．心

純蛋白
窒素

非蛍白
窒素

８．２８

７．７３

８．０２

８．０４

８．１２

９．６９

７．８６

李均

粗脂肪

３．９２

４．６８。

６．５９

５．３４

５．０７

４．１４

７．３８

灰分

５．４８

５．７２

５．５０

５．５５

５．３３

５．６１

４－８９

粗蛋白

'00.69

100.94

100.50

99.63

106.06

104.63

102.81

純蛋白

４８．９４

５２．６３

５０．３８

４９．３８

５５．３１

４４．０６

５３．５６

全窒素

72.68100.566．１８１６．０９８．２０５ 1１．６３１４．４６１５．３５

5．５２

16.11

16.15

16.08

15.94

16.97

16.７４

１６．４５

３
２
６
０
５
５
７

８
４
０
９
８
０
５

●
卓
巳
■
厚
●
■

７
８
８
７
８
．
７
８

6．２１

７．５

２０

８．６

２３

９．７

２４

１０．８

１９

１１．５

１９

１２．２

２２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１

54.13

62.19

56.50

53:６３

7．４５

６．３０

７．５３

７．４５

5．９４

４．２０

５．３８

４．８５

5．０６

４．６４

５．２１

４．８５

100.69

102.56

103.56

100.25

82.61

82.30

82.64

83.40

16.11

16.41

16.57

16.04

８．６６

１０．１１

９．０４

８．５４

5．７４

5．２２

4．４８

４．０１

４．５９

４．００

６
３
８
６

８
９
７
０

◆
Ｃ
ｅ
■

１
－
０
１
２

１
－
１
１
１

平均lSa9211aS21S“'7“la261526110aO315Z8S

ｌ
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
塑
遮

ｐ

脇
L１

３
９
５
１

０
８
７
２

“
●
■
二

６
６
６
６

１
－
１
１
１

80.65

80.73

80.58

80.67

5．０７4．１７

５．９６

４．９７

４．１７

水物１００分・中

鹿児島永産専門学校研究報･誉第一程

74.13

68.31

73.63

75.25

100.19

105.56

104.69

101.31

９５．３１

９８．３８

９８．５０

９８．３１

98.81

102.56

102.566．０７

全窒素|鯵皇|蕃臭|粗脂肪|灰分|粗蛋白|純蛋白

6．３８

11.48

10.s2

11.59

11.52

12.32

11.36

11．７２

6．３１

3．７７

４．５２

３．７７

４．２１

３．４９

５．０５

４．６９

7．４４

１
５
０
６
３
７
４
８
９
５
９
２
２

２
・
２
・
２
・
２
・
１
・
１
・
２

・
５
８
９
０
１
２

６
１
１
１

7．５１

6．２８

6．４９ 71.75

68.25

74.94

72.00

77.00

71.００

７３．２５

82.96

82.86

85.70

82.06

82.65

79.９０

８３－８１

５
４
６
３
１
１
１

２
７
７
７
８
４
４

由
■
●
■
●
■
由

５
５
．
５
５
５
６
６

１
－
１
－
１
１
１
１
｛
１

3．１５

６．０７

４．８６

７．２３

６．４８

７．０２

６．９７



考察

先づ初年度の成績につい簡単に解説する。

１，肉質部に於ける成分

水分：最大82.67％，最小76.06％，平均79‘34％で春から夏にかげて漸次増加し９月

下旬最高に達した後漸減し,10月24日の試料を除外すれば変化の裡路は;極めて規則正しい。

而してその状態は蛎加の道程に於ては雀だ緩やかであるが10月に於ける減少は急激であり

その後の減少は叉緩やかである。

窒素物：全窒素は乾物中最大最1866％'最小17.40％，平均18.09％で蛋白質の平均

窒素含量16％に比して著しく多い。サメ肉に多量の尿素が含まれることは既知の事実であ

るが，このことはサメ肉の窒素含量の多い一因詮なすものと思われる。純蛋白窒素は約１３

％で平均直に於て全窒素の71％余に当り，非蛋白窒素含量が多い。季節約変化は水分の様

６５柏田一シユモクザメ及びアプラザメの生態並びに成分に関する研究

5．肝 臓

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１

１
５
０
６
３
７
４
８
９
５
９
２
２

２
・
２
・
２
・
２
・
１
・
１
・
２

６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

鮮組識
中水分
（％）

無水物ユ0０分中
調査回 月日

34.26

31.25

純蛋白
窒素

３．６４

３．００

３．０９

３．５９

３．３１

２．９６

２．８５

２．６９

２．３１

２．４８

１．９３

２．２３

１．９２

臼
素
８
８
５
１
０
９
１
３
５
８
０
３
０

蛋
９
７
５
９
８
４
３
１
０
３
０
０
０

。
③
申
②
。
●
●
。
●
●
Ｐ
ｐ
申

非
窒
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

李窒素

５．６２

４．７８

４．６４

５．５０

５．１１

４．４５

４．１６

３．８２

３．３６

３．８６

２．９３

３．２６

２．９２

阻脂肪

６１．６２

６７．４８

６８．４４

６２．６４

６５．７８

６９．３６

７２．７３

７６．０２

７７．８５

７５．７０

７９．４６

７６．８４

７８．９０

分
６
５
９
３
０
７
５
９
５
１
７
４
６

５
７
７
０
０
７
４
２
２
４
１
２
１

●
？
■
由
●
ゆ
●
●
●
■
申
①
●

次
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１

粗蛋白

３５．１３

２９．８８

２９．００

３４．３８

３１．９４

２７．８１

２６．００

２３．８８

２１．００

２４．１３

１８．３１

２０．３８

１８．２５

純蛋白

２２．７５

１８．７５

１９．３１

２２．４４

２０．６９

１８．５０

１７．８１

ユ6．８１

１４．４４

１５．５０

１２．０６

１３．９４

１２．００

４．１８１２．７７１１．４１１７１．７６１１．５４１２６.ﾕ６１ユ7.31

60.03

44.17均平

べた｡､定量は常法に従い，重湯煎上で乾燥せしめた各試料につき全窒素（ケルダール法）

純蛋白窒素（スッッッァー法),粗脂肪，荻分の四成分について行った。

成績は第3,4表の通りである，

5５．１１

54.44

29.10

58.21

二、シユモクザメの普通成分及びその季節的愛化

生態調査に於て分割した各部，各器音について蒋通成分を定量し，その季節的変化淀調

5９．２８

32.10

35.79

50.75

41.10

32.78
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な一定した傾向は見られない。

粗脂肪：肉質部に於ける粗脂肪含量は雀だ少<，７月６日の試料の3.44％は例外的多

量を示すもので，他は何Ｉ'１，も２％に達せず平均1,29％，１％に達せぬものも少くない。季

節的変化は明らかでないが８月から10月初旬にかけてやｋ少<なっている。…

灰分：平均6.45％で殆ど一定値を保ち季節的変化は認め難い。

2．頭骨部に於ける成分

水分：最大79.10％，最小72.07％，平均74,65％，軟骨であるため水分含量は雀だ

多ぃ。その季節的変化は肉質部と同様春から次第に増加して10月初に最大となり以後漸減

する。９月上旬から10月下旬に至る期間に於ける増減は最も急激である。

窒素物：乾物中全窒素は13.45～15.40％，平均14ユ2％で，後記の様に友分含量の多

いに拘らす窒素含量も雀だ高い。純蛋白窒素は9,34～10.67％，平均9.74％で全窒素の６９

％に相当している。何肌も季節的変化は不規則であるが，全窒素と純蛋白窒素は常に並行

して増減しているので，非蛋白窒素は常にぼ堂一定値を保っている。

粗脂肪：乾物中0.93～1.91％，平均1.42％で肉質部に於けると大差なく，季節的変化

も見られ底い。

次分：軟骨詮主成分とするので次分量は多く，18.10～23.98％，平均21.93％で多く

は此の平均値に近い値を有する。

3．胃腸に於ける成分

水分：77.17へ88.54％（小型魚),平均82.17％で肉質部，頭骨部に比較し，含量も最

大最小の開きも大きい。その季節的変化は前二者と全く同様である。

窒素物：乾物中16,68～18‘43％，平均17.62％で肉質部に於けると同様先づその含量

の甚だ多いことが注目されるが，純蛋白窒素は全窒素の約苑に過ぎず，平均値に於て至窒
ゆ

素の51.8％が非蛋白窒素であることも興味ある事実で，窒素の形態については後日研究の

予定である。季節的変化は見られず，肉質部，頭骨部のそれらとも関係がない。

粗脂肪：．乾物中1.51へ5.56％，平均2.75％で前記二部分より多く最大最小の開きも大

きい。季節的変化としては春から10月迄は１～２％で大きい変化は見られないが10月に入

って２％以上となり，以後急に増して4～6％の間を上下する様になる。肉質部，頭骨部に

於て明らかな季節的変化の見られない事実と対比し注目すべき傾向である。

次分：乾物中4.02～10.20％，平均6.98％，最大は最小の2.5倍に達し変動が大きい。‘；

６月から10月にかけて次第に増加し，１１月に入って減少の経路を辿っている。

4．心臓に於ける成分

水分：81.53～94.93％，平均87.36％で前記何れの部分よりも常に水分が多い。その
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季節的変化は他の部分に於けると同様９月上旬乃至10月上旬を最商として急激な増加から

減少を示している。

窒素物：全窒素は乾物中15.77～16.71％，平均16.24％で，純蛋白窒素は11.74～13.34

％，平均12.51％（全窒素の77％）一定した季節的変化は見らjI'しない。

粗脂肪：乾物中1.75～3.52％，平均2.57％で明らか意季節的変化は見られない。

次分：乾物中4.87-8.48％，平均6.71％でこれも一定の季節的変化は兄られぬ。

5．肝臓に於ける成分

肝｣賊については初年度は煮取油の牧量とそのビタミンＡ含感量を測定し，一般成分は次年

度の試料について定量した。ビタミンＡについては別項に記述する。肝臓の脂肪含量は煮

取油○牧量から変化の状況を推定し得る。試料が少量のため次の方法によって採油したα

沸騰水中に生肝臓（生態調査試料の１尾分全部）を投入してその中心部まで完全に煮熟し

この際水面に浮上する油があればすくい取り，残澄は予め水でぬらした布袋に入れ，油が

袋共他に附一着することを少からしめるため温水中で小型座搾器で座搾し，水面に浮上した

油を採取した。

鰯５表煮取Iwillの牧量
第５表は上記の方法によって採取し得られた煮取

油を，肝臓100ｇ当りの牧量に換算した値である．

最大75.9c､c，最小0.6cocでその開きが甚だ大き

い。叉突発的に桁違いの値があることから，個体

差の甚しいととが判る。

併し全体としての傾向から見てその季節的変化

は春から漸次肝臓に脂肪が蓄積せられ，１０－１１

月始め頃最大となり其の後12月までやＬ減少はす

がるほぜ一定の高値逓保っているものＬ様であ

る。前記の如く魚体の他の部分に於ては脂肪含量

の季節的変化は極めて不明瞭であるが，肝臓にあ

っては比較的明らかな季節的変化が見られる。

魚体の成分が外界の惟件，例えば食餌の種類，

化することは前に述べた。そこで初年度の調査で

モクザメ固有の現象であるか否かは不明で,年変

柏田一シモユクザメ及びアプラザメの生態並びに成分に関する研究

量，一般海況等によって影響逓受けて変化することは前に述べた。そこで初年度の調査で

知られた上記各成分の季節的変化がシユモクザメ固有の現象であるか否かは不明で，年変

化のあり得べきととが当然想像せられる。よって同じ調査を翌年反復施行し年変化の有無

左観察した｡調査方法,調査項目は前年壁と同綴で,その結果は前掲第４表の通りである｡

回
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各項目に対する数値の検討は省略し，前年度の訓径成績との相異点のみを列挙する。

先づ第二年度のものは第一年度のものに比較し各部分共粗脂肪含量が僅かではあるが一

様に増加し，且つ第一年度に於ては肝臓以外の部分に於ける季節的変化が:極めて不明瞭で

あったのに反し，鮒二年度に於ては時期の推移につれて漸次蛎加の傾向が認められる。殊

に此の変化の傾向は肉質部と頭骨部に於てよく現われている。併し雛二年度の数字を以て

しても肉質部の>阻脂肪含量は乾物中1.02.2.94％，平均2.11％に過ぎず，シユモクザメの

肉が著しく脂肪に乏しいことには変りない。次に水分含量に於ても変化の状態が異ってい

る。即ち初年度の試料に見られた前記の季節的変化は次年度に於ては甚だ不明瞭で，季節

との間に一定の関係が見られない。併しその他の成分に於ては両年の成績は大体に於てよ
く符合している。

肝臓の組成分は他の部分のそれと著しく異り，組織は大部分が水分と脂肪によって占め

られていることを特徴とする。即ち水分は29.10～60.03％，粗脂肪は鮮組織中25.75～

53.67％（乾物中61.62-79.46％）で両成分の肝臓に於ける含有量は逆の関係にあり，水

分は季節の推移につれて減少し，粗脂肪は漸次増加し両者の合計は大略85-86％でほ堂

一定値を保っている。此の水分と脂肪含量の相反することは生物体に於て屋友認められる

現象である。上記の如くシユモクザメの肝臓は純然たる脂肪貯蔵器曹たるの観を呈し窒素

物，無機物は雀だ少い°即ち全窒素は乾物中平均4.18％，純蛋白窒素は平均2,77％で，

その季節による変化は粗脂肪含量のそれと逆凋係にある｡全窒素の約殆は非蛋白態である。

友分は乾物中1.16～2.03％，平均1.54％で，時季が遅れると減少する様であるが，その程
度は僅少である。

'

三、アプラザメの生態とその季節的蕊化

本種は小型のサメで朝鮮海峡刑･近で漁獲されるものＬ多くは全長1ｍ内外ノ竹輪の原料

として用いられている。前記シユモクザメについて行った方法に準じて生態の調査髭行っ

た。

本睡は漁獲数量は多いが漁期は比較的短かく，本調森は魚市場に揚げられる２月から５

月までの期間行った．供拭魚として当側の漁獲物の叩から蒋通大のものを毎回５尾（鋪１

回調在のみ14尾）任意に採った。第６表はその成績で供試魚５尾（又は14尾）の平均値で

ある。
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考，察

全長：上記の如く普通全長１ｍ内外のものが最も多い様に見受けられるが，本調在期

間を通じて見ると最大105ｃｍ，最小75ｃｍ，平均90ｃｍである。同日の試料魚について見る

と最大最小の開きは６－１８ｃｍで可成りの個体差がある。季節的に一定した変化は見られ

ない。

体長：全長の約80％に当り，季節的変化は左い。‐

体重：全期間を通じて見ると最大3640ｇ最小15129で前者は後者の２倍以上に達する

が，肥満度が0.65内外で殆ど一定値であることから見て，体重の大小は体長の大小による

もので肥瀧程度の変化によるものでは蕨いととが判る｡’

肥瀧度：上記の如く全期間を通じて約0.65を維持している。シユモクザメの肥満度は

1.1-1.6程度であるから;~アブラザメの方が体形が細長であることが知られる。

肉質部：魚体の最大部を占め，総平均値に於て体重の約43％に当る。シユモクザメで

は此の値が約60％であったからルアブラザメの方が利用し得る肉質部は少い。１尾にづい

て見ると606-16899,平均約１ｋｇで季節的変化は認められない。

頭骨部：全長１ｍ内外の魚体で約6009,平均値に於て体重の22％に当り，シユモクザ

メに於ける約17％に較べ，体重に対する割合が大きい。魚体の大小に拘らず此の割合は殆

ど不変で，季節的にも殆ど変化しない。
口々,､

皮部：全期間を通じて見ると最大2509（第:１回，体長75cm)，最小559（館９回，体

長64ｃｍ）その差は著大であるが，同日の魚体に於ても最大最小の差が時として著しく,前

者が後者の２，倍以上駐示す場合もあり，毎回の平均値は63-2069で此の差も亦蓬しい。こ

れは勿論魚体の大小による所が大きいが,季節的にも変化している。即ち皮部重量の体重

に対する割合は季節の遅れるにつれて減少し,２月末の第１回試料に於て8.0％であったも

のが，５月初第９回試料に於ては3.8％に低下している。重量に於ける上記の大差は魚体

の大小に由る所が多いが，皮部重量の体重に対する割合は魚体の大小とは殆ど関係なく，

唯季節によってのみ変化している。例えば第８回試料と第９回試料の平均体長は夫汽77ｃｍ

と63ｃｍで，その差は14ｃｍに達するが皮部重量の体重に対する割合は両者共3.8％で全

く等しい。これに反し第２回試料ほ体長,体重共第８回試料と殆ど等しいに拘らず皮部重

型は体重の5.9％に当り，第８回試料より明かに大きい。結論としてアブラザメの皮は初

春から初夏にかけて漸次その厚さが薄くなって行くものと考えられる。

鯖：体重の6-7％約に当る重量左有し，魚体の大小，季節によって此の値は変化し

たい。又これはシユモクザメに於てもほ野同値であった。

肝臓：内臓誌器管中最も大きく，１尾当りの重量大なるものは500ｇ近いものもある
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２
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１３．３１１９．６８１３．６３１２８．２８１５．０２１８３.１９１６０．５０

が，小なるものは１５０９~にも達せす其の差が雀しい。此の差は必ずしも魚体の大小にのみ

よら-jFis…ほLr等体長の而かも同日の試料に於て著差のあることから個体差の大きいことが

判りル体重に対す員る割合も区友で季節による変化も明らかでない。シユモクザメに於ては

体重の2一10％の範囲で季節的変化左示したが，アブラザメに於ては体重の10-13％であ

る。

胃腸：‘多くの場合120-130ｇ内外の重量を有し，体重の約4.5％に当り季節によって

此の値は変化しない。

生殖腺裾１尾当りの重量40-709の範囲のものが多く，体重の約2.5％に当り，胃腸と

同様本調査期間内に於ては季節的変化が見られない。

牌臓，障臓，心臓，膿蕊：此等の各器昔は何れも重量が小さく，大体前記の順序にあ

って季節的変化は認められない。

四、アプラザメの普通成分ざその季節的鍵化

シユモクザメと同法により生態調盗で分割した各部の内非肉質部，頭骨部，皮部，鰭，

胃腸，生殖腺，肝臓について普通成分を.定量し，第７表の結果を得た。

第７表アブラザメの普通成分

１．肉質部

、 １３．０２１９．３７１３．６５１３５．０５１５．４２１８１.３８１５８．５０

平均

鯛

調査回 月日

７６．５４１１３．４３１９．６３１３．８０１３０．０１１５.２１１８３．９４１６０．１９

７６．３６１１３．６８１９．９４１３．７４１２９．４４１５今１８１８５．５０１６２１３

７８．６１１１３．４８１９．７８１３．７０１３１．８２１５.２２１８４．２５１６１．１３

７６．５９１１３．２６１９．７０１３．８６１３７．９５１５.０８１８２．８８１６０．６３

７８．１５１１３．４９１９．７０１３．７９１３７．５９１５.１０１８４．３１１，６０．６３

園Ｌ９

７１．

７５．０２１１３．２４１９．４０１３．８４１３８．９５１５.２１１８２．７５１５８．７５

１
２
３
４
軸
５
６
７
８
９

７７．３５１１３．４３１９．６８１３．７５１３４-０２１５．２１１８３．９１１６０．６６

７９．６４１１３．９２１９．９３１３．９９１３７．２６１５.４３１８７．００１６２．０６
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1６．３８１９２．１５１１５８．０８

２．頭骨部

4．鰭

湖』相識鋳畷亀,封豊伽;1息,鴬基創…

部
』

９１５．４１７０．１７１１５．０９

平均’７０参0２１１４．７４

１２．２９80.49１３．６２８．３４５．２８６．６９’２０．０９８５．１３５２．１３

２３．７７９．２１１４．４７９．０２５．４５‘62520.5990.44,56.38

３２０８１．２５１４．３２８．９６５．３６６．３２２０．３９８９．５０５６．００

４２７８１．２４１５．１１９．２５５．８６６．６４２０．３３９４．４４５７．８１
５．４．４８１．１１１４．６７９．１５５．５２６．５９１９．９３９１．６９５７．１９

６１１７９．７９１４．８８９．２０５．６８５．４４１９．９１９３．００５７．５０

７１７８１．６０１５．０７９．４４５．６３５．７７１８．７０９４．１９５９．００

８２４７８．１８１４．６２８．５８６．０４５．３８１８．５６９１．３８５３．６３

９５．４８１．０２１４．９６８．５１６．４５５．２１１８．４９９３．５０５３．１９

9．２９１５．４５

１
２
３
４
５
６
７
８
９

４１２７１６９．８８１１４．１１

平均．’８０．４３１１４．６４１８．９４１５．７０１６．０３１１９.６５１９１．４７’55.87

汚
廻
鉦
副
・
釣
‐
誕
銘
坐
廻

底
■
■
■
ｐ
ひ
の
車
凸

酌
卯
卯
兜
妬
妬
記
銘
妬

３，皮 部

平：陰’’75.60

７１１７１７０．７７１１４．９９

５１４．４１７０．７８１１４．８４

無

伽Ｅ

藍屯蛋白
窒素

９．３５

９．３３

９．５８

８．９１

９．３４

９．３５

９．５９

９．２４．

８．９４

水

非蛋白
素素

５．２５

５．４２

５．４２

５．２０

５．５０

５．４６

５．４０

５．２７

６．１５

物１００ 分

次分

１５．２０

１５．６５

１６．４４

１５．４５

１６．４０

１６．８０

１７．１０

ユ7．４１

１７．００

中

粗蛋白

９１．２５

９２．１９

９３．７５

８８．１９

９２．７５

９２．５６

９３．６９

９０．６９

９４．３１

調査回｜月日

粗脂肪

１１．０４

１０．６７

１１．４５

１１．６０

１２．３４

１１．１６

９．８９

９．７３

９．５３

純蛋白

５８．４４

５８．３１

５９．８８

５５．６９

５８．３８

５８．４４

５９．９４

５７．７５

５５．８８

純蛋白

６１．１９

６１．６３

６１．１９

６４．５６

６７．０６

６６．１３

６５．５６

６３．００

６５．１３

４．６９１４．８１１１８．０９１Ｃ3．２８１６３．９４

１１２．２９１７０．００１１４．６０

２１３．７１６９．７１１１４．７５

３１２０１６〔､､６５１１５．００

1４．９２１１０．２３

分
価
諏
獅
別
記
型
髄
妬
弱

７
７
７
７
８
９
８
８
７

次
１
１
１
１
１
１
１
１
１

６１１１１６９．８２１１４．８１

臼
素
淘
駈
淘
詣
沌
発
娼
肥
妃

蛋
、
９
９
９
０
０
０
０
０
０

■
印
①
■
①
や
●
●
申

純
窒
１
１
１
１
１
１

８１２４１６９．４３１１４．５１

記
如
、
躯
帥
拠
沌
無
鉛

■
●
●
い
ゅ
●
●
●
■

５
５
５
５
５
４
３
３
３

細蛋向

９
７
０
７
４
１
７
４
４

２
２
２
１
１
２

申
●

ゆ

２
３
４
５

7２

水物１００分中

粗脂肪全窒素

１４．３６

１４．４３

１４．４５

１５．０１

１５．４７

１５．３３

１５．２６

１４．１７９

１５．２２

非蛋白
窒素

４．５７

４．５７

４．６６

４．６８

４．７４

４．７５

４．７７

４．７１

４．８０

!洋組織
中水分
（％）

７３．３２

７４．４９

７５．９７

７５．８９

７５．２９

７５．７３

７６．７６

７６．１８

７６．７８



１１２．２９１８４．８６１１５．６１

7忽

８．８６

９．１４

９．１２

９．１５

９．４５

９．４３

９．１７

９.Ｃ９

９－２５

5．胃 腸

97.56

101.81

101.98

104.44

105.25

105.69

103.06

101.88

103.56

２１３．７１８４．９１１１６．２９

調査回|月日傭鷲
無水物１００分中

３１２０１８４．１６１１６．３０

〔鋳'全窒素|婆皇僅謹|粗脂肪|灰分|粗蛋白|純蛋白
１１２．２９１８１．７２１１６．３０１９．３８１７.０１１８．７８１６．８２１１０２．４４１５８．６３

２１３．７１８０．８３１１６．２５１９．１５１７．１０１９.５９１６．７８１１０１．５６１５７．１９

３１２０１１８２．３９１１６．１７１８．９４１７．２３１８.８４１７．０４１１０１．０６１１５５．８８

４１２７１８２．０１１１６．８７１９．５８１７．２９１９.０９１６．７１１１０５．４４１５９．８８

５１４．４１８２．８８１１６．７９１９．６９１７．１０１８-４２１６．６６１１０４．９４１６０．５６

６１１１１８２．６５１１７．２１１９．６８１７．５３１８.５０１６．３０１１０７．５６１６０．５０

７１１７１８２．７８１１６．７０１９．４９１７．２１１７.９２１６．２１１１０４．３８１５９．３１

８１２４１８２．８６１１６．４９１８．３８１７．１１１７.４９１６摩601,103&0６１５８．６３

９１５．４１８２．８０１１６．５８１９．４１１７．１７１７.４３１６．５８１１０３．６３１５８．８１
言屯

９１５．４１８２．６１１１６．５７

８１２４１８２．９７１１６．３０

９１５．４１２６．２０１１．８７１１．２０１０．７７１８６.５０１０．６４１１１．６９１７．５０

平均’８２．３２１．１６．６１１９．４１１７．１９１８．４５１６.631103.79158.82

6．生殖腺

平均’２５．６０１１．４０１０．８８１０．５２１９１．７２１０.4９１８．７７１５．５０

８１２４１２６．９７１１．８４１１．０７１０．７７１９０.5７１０．５８１１１，５０１６．６９

２１３．７

…|",|瀞|霧
ｉ正
d9も、

純蛋白
窒素

６．７５

７．１５

７．１８

７．５６

７．３６

７．４８

７．３２

７．２１

７．３２

物１００分

粗脂肪灰分

１９．７７８．６７

１９．８３９．１８

１９．８１８．９７

１９．７８８．７１

２０．２５８．８７

１９．１０８．６８

１８．８８８．４０

１８．３８８．００

１７．７２８．６２

中

組蛋白|純蛋白

水

非蛋白
窒素

1９．２８１，８．６８１１０２．８０１４５．３９

６１１１１２５．６５１１．３３１０．９０１０．４３１９２.９８１０．４５１８．３１１５．６３

５１４．４１２４－７８１０．５７１０．４４１０.１３１９６．０５１０．２４１３．５６１２．７５

４１２７１２３．８６１１．２４１０．７６１０．４８１９２.８１１０．４２１７．７５１４．７５

９
９
８
５
９
５
５
６
５

１
６
８
２
１
７
７
０
７

士
●
■
●
●
車
●
●
幻

２
４
４
７
６
６
５
５
５

４
４
４
４
４
４
４
４
４

柏田一シユモクザメ及びアプラザメの生態並びに成分に関する研究

３１２０

7．２６平均’83.54116.45

１１２．２９

４１．２７１８３．３０１１６．７１

５１４．４１８３．８６１１６．８４

６１１１１８２．７３１１６．９１

７１１７１８２．５０１１６．４９

…|卵聯＝畷善皇輔蕊恥,瞬
一四画一
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、考察

1．肉質部に於ける成分

．､肉質部の分析成績中最も重要蔵のは粗脂肪含量の雀だ多いととで，乾物中28.28-38.95
手１

％，平均.34.02％に達し，シユモクザメの肉質部のzF均粗脂肪含量１％内外に対し最も著

しい相異である。アブラザメとシユモクザメが同じサメとして其の肉の粗脂肪含量に於て

稀に見る両極端を示していることは面白い事項である。次分は約５％でシユモクザメと大’

差な‘<，従って百分率に於て全窒素量が異り，シユモクザメに於ては平均18.9％であった

ｶﾐ，アブラザメに於ては平均13.43％である。併し全窒素含量の甚だ多いことは同様で，

無脂肪肉％に換算すると２０％以上に達する。

各成分の季節による変化は，粗脂肪含量が第１回（２月29日）から第５回（４月４日）
F､

に至るまでiiiﾘi次増加し，以後減少しているが其他の成分に於ては此の様な季節的変化は見

られない６

２．頭骨部に於ける成分

骨が主要部をなすので肉質部に較べて次分が多く粗脂肪が少いｄ併し脂肪も平均約６％

の含量を示し，シユモクザメの１％弧に比較すれば遥かに多量である。次分が乾物中平均

19.65％の多量であるに拘らず全窒素量は14.64％で肉質部の13.43％より多い。併し全窒

素の1/3以上が非蛋白窒素である。季節的変化は窒素物に於ては殆ど認められず，粗脂肪，

灰分が４月中旬以後僅かに減少する。

3．皮部に於ける成分

平均値に於て水分約70％，乾物中全窒素約14.7％，純蛋白窒素約9.3％で以上の成分に

は季節的変化は見られない。粗脂肪は平均約11％で４月中旬以降は10％以下となり,、灰分

は平均約６．４％で次第に増加するものＬ様である。全窒素の１/３以上が非蛋白態であるこ

とは頭骨部と同様である。

4．鰭に於ける成分

盤主として骨と皮より成るが窒素に富み,乾物中全窒素平均弱'5%,純蛋白窒素'0%以上

を有する。粗脂肪は５％内外で４月中旬以降減少することは他の部分に於けると同様であ

る。友分は18％内外で全窒素恥純蛋白窒素，荻分は脂肪と逆に４月初頃から少しく増加す

る｡１

５．胃腸に於ける成分

全窒素含量は乾物中平均16.61％，その４０％以上が非蛋白窒素である。粗脂肪は平均

8.45％で４月中旬以後減少する。荻分は6-7％で季節的変化は見られない｡｡、

6,.‐生殖腺に於ける成分一一＝…‐．
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全窒素含量の多いことは他の器管に於けると同様で乾物中平均16.45％であるが，純蛋

白窒素は7.26％で全窒素の1/2に達せぬ。粗脂肪含量は肉質部に次いで多く,乾物中平均１９

％以上に達するが之れも４月中旬以降は減少する。粗脂肪以外の成分に於て一定の季節的

変化の見られ庭いととは他と同様であるｃ

7．肝臓に於ける成分

特筆事項としてはシユモクザメと同様，粗脂肪含量が著しく多く，平均値に於て乾物の

91.72％に達し，之れに関連して鮮組織の水分が平均25.60％に過ぎず，窒素，友分も甚

だ少<'恰も脂肪塊であるかの観を呈することである。その季節的変化は他の部分と全く同

様で４月中旬以後漸減し，これに応じて脂肪以外の各成分が増加する。

．以上，アブラザメの普通成分を通覧し，最も顕著な事項は其の名穂の示す如く魚体の各

部とも著しく粗脂肪に富むことで，殊に肉部と肝臓に蕃量の粗脂肪を含むことが注目さ〕I'し

る。イワシ，ニシン等所謂多脂肪魚類も脂肪は主として体の表層部，腹腔内等特定の場所

に集積し，内暦の肉質にはそれ程脂肪の多くないのを通例とするが』アブラザメに於ては

筋肉全体に亘って著量の脂肪が分布していることを特徴とする。叉肝臓に於ける著量の脂

肪蓄積は一般に少脂肪魚類に見られる現象であるが，アブラザメに於ては筋肉中に多量の

脂肪を含有するに拘らず，肝l職も亦恰も脂肪塊の如く著量の脂肪の蓄積されていることは

珍しい現象である。

窒素含有量が多く，無水無脂肪肉に換算して16％以上に達すること，多量の非蛋白窒素

左含むこと等はシユモクザメと同様サメの特徴である。

五、肝油のどタミンＡ含有量

1．シユモクザメ肝油

シユモクザメの肝油がビタミンＡを豊富に含有することは辻本氏の著書にも記載せられ

又昭和６年度朝鮮細督府水産試鹸場事業報告にも発表されている。魚肝油のビタミン含量：

が季節，産地老幼，個体によって変化することは河合，東氏其他多くの研究者によって

明らかにされている衆知の事項である。朝鮮海峡のシユモクザメ肝油についてはあまり知

られてい1ないので，本生態調査と並行してそのビタミンＡを定量した。

試料と定量法：前記の如く５月から12月に至る期間の肝|職から煮取法によって採取した

汗油につき比色法によってビタミンＡを測定した｡

測定の結果は第８表の通りである．
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比較的速かに減少し，１１月頃最低となり，その後叉次第に増加して行<もの入様である。
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について明らかにされている所と全く同様の関係があり，即ち肝臓の含油量と肝油中のビ

タミンＡ含量とは相反する。此の関係は第８表に明示されている様に季節的変化に於て認

められるばかりでなく，個体間に於ても存在する頴著な事実である。

２．アブラザメ肝油

シユモクザメの場合と同一主旨により生態調査と並行して煮取法によって採取した肝油

のビタミンＡ含量を比色法によって測定し，第９表の結果を得た。

第９表アブラザメ肝油のビタミンＡ含有量
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考 察

ビタミンＡ含量は最大40.2最小5.0Ｃ,ＬｏＯｏＵ・で多くは10-20の間にあり，シユモク

ザメ肝油には及ばないが，前記市販タラ肝油とほ堂同程度のＡを含有する。数値の増減は

あるが本調査期間内に於ては季節的変化は明らかでない。此の場合には魚体の大さとの間

に或る程度の関連があり，近接した時季のものに於ては魚体の大きいもの)､方がビタミン

Ａ濃度が高い。

（10）

尚ぼアブラザメl汗l職のビタミンＡについては山村禰六郎氏が深く研究せられ，最近の日

本水産学会誌上に引続き発表せられ，幾多の新事実を明らかにされつl､ある。

摘要

１）朝鮮海峡で捕獲されたシユモクザメとアブラザメについて生態調査と普通成分の定
量を行った。

２）シユモクザメについては第１年度５月から12月までと，第２年度６月から12月まで

の期間に亘って生態調査を行い，各部，名器管の割合とその季節的変化を明らかにした。

季節的変化の頴著に現われるのは肝臓で，秋から冬にかけて重量を増加する。

３）普通成分産定量し次の事実注明らかにした。肉質部，胃腸は多量（乾物に対し16％

以上）の窒素を含むが非蛋白窒素が比較的多い。肝臓は雀し<脂肪に富み（平均乾物の７０

％以上）その含量は春から冬に向うにつれて次節に増加する。明らかな季節的変化を示す
のは此の肝臓に於ける含油量のみである。

４）アブラザメについては２月から５月までの期間に亘って生態調査を行ったが，此の

期間内に於ては生態に明らかな季節的変化は見られなかった。

５）成分を定量した結果，シユモクザメに比較し一様に脂肪含量が多いが，特に筋肉が

甚だ脂肪に富み，その含量乾物中平均34％以上に達する。肝臓も乾物中平均91.72％の多

量の脂肪注含有している。普通成分中季節的変化は脂肪含量に於てのみ見られ，肉質部，

皮部，鰭，生殖腺，肝臓に於ては４月初旬頃最高値を示した。全窒素含量が多く，且つ非

蛋白窒素に富むことはシユモクザメの場合と同様である。

６)'シユモクザメ肝油のビタミンＡ含量は27-499ＣＬＣ.Ｕ・で，春から次第に増加し

て夏季最高に達した後急に減少する。このビタミンＡ量は肝臓の含油量と逆の関係にある。

７）アブラザメ肝油のビタミンＡ含量は5.0-40.2Ｃ､Ｌ､Ｏ､Ｕ､であったが，10-20C､Ｌ、

O・Ｕｏのものが最も多い。季節的変化は明かでないが，近接した時季のものでは魚体の大

きいものム方がビタミンＡ濃度が高い。

経Dに臨み本研究に際し終始有益な御助言逓典えられた富士川彦氏に深従なる感謝の意
詮表する。
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Ｒｅｓｕｍｅ
ク

Thewriterinve3tigatedontheoecologicalVariationoftwokindsofShark，
H刃mmerheadandAburazame,cmightinthesouthernSeaofKorea,duringthe

periodfromJunetoDecember，Theresultsobtainedwerearrangedinthe
tables・

Thefollowingresultswereobtainedbyanalysingthemusclesandentrails
ofSharkwiththeestimationofthevariationofthecompositiondifferentin

speciesandseasons、

１）InHammerhead,totalnitrogeninthemuscle,stomachandbowelsamounts
tomorethanl6％ofdrymatter・Seasonalvariationincomponentsisunper‐
ceived，exceptinfatcontent、Livercontainsgreatamountoffatandit
increasesgraduallyfromspringtowinter、

２）IIiAburazame,ｆａｊｔｉｓｍｏｒｅａｂｕｎｄａｎｔｔｈａｎｉｎＨａｍｍｅｒhead・asawhole・
ThemusclesofAburazamecontainsmorethan３４％ｏｆｆat；andtheliver,ｍｏｒｅ

than９１％ofdrymatter，ａｎｄｉｔ,showsmaximumcontentearlyinApri１．
VitaminAcontentiｎｔｈｅｌｉＶｅｒｏｆＳｈａｒｋｗａｓｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄｂycolorimetric
method、Ｔｈｅｒｅsultsobtainedwereasfollows、

１）InHammerheadliVeroil，vitaminAcontent，ｌｉｅｓｂｅｔｗｅｅｎ２７ｔｏ４９９
Ｃ､ＬＯ.Ｕ・ａｎｄｓｈｏｗｓｍａｘｉｍｕｍｃｏｎｔｅｎｔｉｎｓｕｍｍｅｒ・ＣｏｎｔｅｎｔｏｆｖｉｔａｍｉｎＡａｎｄ
ｏｆｆａｔｉｎｔｈｅlivervariesinversely，

２）Aburazameliveroilcontaineｓ5.0-40.2Ｃ､Ｌ､Ｏ､Ｕ・ｏｆｖｉｔａｍｉｎＡａｎｄｓｅａ・
sonalvariationiSunnoticeable・ＢｕｔｔｈｅａｍｏｕｎｔｏｆｖｉｔａｍｉｎＡｉｎｔｈｅｌｉｖｅｒｏｉｌ
ｈａｓｓｏｍｅｒｅｌａｔｉｏｎｗｉｔｈｔｈｅｓｉｚｅｏｆｆｉｓｈ；vitaminAcontentisabundantin

largefishesthEminsmallones，

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）
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